八千代市子ども行政あり方検討委員会保育園作業部会

提言書(案)に関する意見書

２００６年３月１０日

八千代市保育園父母会連絡会　会長　末永史都

作業部会　委員　鈴木富夫

３月７日付提言書（案）について、２回にわたる八千代市子ども行政あり方検討委員会保育園作業部会の合意内容と、一部異なること、また、協議されていない事柄が盛り込まれています。八千代市保育園父母会連絡会として、修正することを強く要望し、以下に修正していただきたい箇所を列挙します。

尚、この意見書を受けた新たな提言書案を3月13日(月)夕刻迄に作業部会員に示してください。

また、３月１４日の最終確認の場においては、できる限り全委員の合意によって、「提言書」を完成していただけるよう、強くお願いいたします。

①前文に書き加えてほしいこと

　１．八千代市のすべての子ども達に健全な発達の場を保障し、既存・新設・移管、又、公立･民間を問わず、八千代市独自で築いてきた八千代市保育園の保育基準を保つ為に「八千代市保育ガイドライン」を作る必要があること。

２．市全体の保育内容を定期的に評価し保育の質の向上を図るための第三者評価機関の設置。

（以上２点は、私たちが第１回会合より一番にお願いし、一定の理解を得られていると思います。）

②公立保育園を社会福祉法人（民間）に移管する際の条件について

１．「八千代市保育ガイドライン」を作成しそれを理解し遵守する事を前提として受託すること。

２．移管後も定期的に保育の質の向上を図るために、第三者評価機関に保育内容について、評価を依頼しその結果を情報公開すること。

　（以上２点は、①の要望と連動するものです。）

③提言書(案)２.移管保育園の事業内容について　ウ及びエについて

　ウ.「積極的に」を削除…市内のどこでも受け入れることが前提のため。

　エ.　全文削除…作業部会で討議検討されていない内容であるため。公立園に担わせる原則の事業ではないか？本当にセンター機能が必要な地域であれば、補助金ではなく直営で設置すべき。

④提言書(案)３.移管保育園の職員体制ついて　イについて

　公にされてもいない未来の八千代市基準ではどんな内容なのか不明なため承認できない。

せめて、平成17年度の八千代市基準にすべきでは？

⑤提言書(案)６．その他　ア及びイについて

応募法人がない場合や指定管理者制度による運営については、会合の場で話題に上っていませんでした。作業部会で話し合われていない事柄が、合意事項の扱いで盛り込まれることには賛成できません。もし、この件についての協議が十分できないようならば、ア及びイに関しては、削除することをお願いいたします。

1. 適合する法人がいないために移管条件を変えることは、市の保育の質を変えることであり、本末転倒である。

2. 民間移管方式から指定管理者制度に移行するなど、重要な制度変更を行う場合は、その都度作業部会に必ず諮ってください。

⑥その他

1. 受託法人選考時には、プレゼンテーションを必ず公開し、当該園の保護者の参加を認め、意見する場を保障してください。

2. 受託法人選考委員会が作成した移管条件の最終案を作業部会で再検討してください。

以　上

